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お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

国立研究機構２箇所で企業技術展示会を開催

・産業科学株式会社
中島 雄志 (代表取締役社長)
〒319-1112 那珂郡東海村村松441-3
電話：029-282-3113 FAX：029-282-3574

・日本放射線エンジニアリング株式会社
永田 昭 (取締役営業統括部長)
〒316-0002 日立市桜川町1-5-20
電話：0294-34-4370 FAX：0294-34-4423

・原子力エンジニアリング株式会社
新井 仁規 (総務部総務課)
〒316-1112 那珂郡東海村村松字平原3129-29
電話：029-287-2828 FAX：029-287-3399

原子力機構・原科研 2017.11.22

挨拶する中村室長 盛況だった産総研技術展示会の会場模様

10月25日(水)、産業技術総合研究所(産総研)･つくば
中央の共用講堂ホワイエに於いて、茨城県研究開発支援
型企業の技術展示会が開催されました(出展企業24社)。

当日は10時から､予め準備された各ブースに企業が展
示パネルや得意技術発表のための製品見本を持ち込み、
意気込みと活気のもとに準備が進められました。11時
30分から展示会オープニングセレモニーが開催され､主
催者を代表して県商工労働観光部産業政策課産学連携推
進室長の中村修氏から｢この展示会を通して､産総研と企
業がより有意義な連携が図られることを期待したい」旨
の挨拶があり、開幕しました。生憎の小雨でしたが、昼
食時間を中心とした時間帯に多数の研究者や技術者が来
訪され、各企業の代表や説明担当者と熱心な議論を繰り
広げていました。また並行した事務局による呼び込みチ
ラシ配布も奏功し、実訪問者数は200名に達しました。
今回の展示会が、単に過去の延長線上ではなく、より斬
新に、また産総研との一層濃密な相互連携として成長し
ていくものと期待されます。

産業技術総合研究所 2017.10.25

◆ 担当者変更

・ツジ電子株式会社

植松 弘之 (代表取締役)
〒300-0013 土浦市神立町3739
電話：029-832-3031 FAX：029-832-2662

・三菱マテリアル株式会社
大島 知 (中央研究所・材料解析研究部)
〒311-0102 那珂市向山1002-14
電話：029-295-5732 FAX：029-295-5740

・有限会社真空実験室
林 雄造 (顧問)
〒305-0035 つくば市松代2-10-2 SOHO 103
電話：029-861-8833 FAX：029-861-8859

■■■ イベントのお知らせ ■■■

● (国研)土木研究所・見学会（つくば市）
◆日時：平成30年1月18日(木)13時30分～(予定)
◆別途書面にて募集中です（締切：H30.1.５）

11月22日(水)、原
子力研究開発機構原子
力科学研究所(原科研)
にて、研究開発を支え
る県内企業の技術展示
会が開催されました。
展示会は11時30分か
ら、県商工労働観光部
産業政策課産学連携推
進室長の中村修氏の挨

原子力機構
宮川部長

県産業政策課
箕輪課長

会員(法人)異動のお知らせ
（H29年11月15日現在／敬称略）

（いずれも住所・電話番号の変更はありません）

拶の後､出展企業19社のもとスタートしました。昼休み
時間帯を中心として約150名の研究者や技術者が来場さ
れ、それぞれが例年よりも長い時間にわたり出展企業担
当者と情報交流している姿が印象的でした。

並行して展示会場内で13時10分から産学連携交流会
が開催され、冒頭、原子力機構研究連携成果展開部の宮
川部長と県商工労働観光部産業政策課の箕輪課長から挨
拶がありました。特に箕輪課長からは原科研と企業の連
携を深めたい旨の挨拶がありました。産学連携交流会で
は当協議会会員企業である㈱スペースフォトン、高千穂
精機㈱、中山商事㈱の3社から得意技術の発表がありま
した。これに呼応して原子力機構から、成果展開事業制
度の改正点や原子力機構の特許を主体とした主要な技術
シーズ紹介があり、双方の持てる情報交換を行いそれぞ
れの進めていく道筋を確認しました。

今後の展示会を通じて連携深化が図られ、新たなビジ
ネス展開に向けた礎となることが期待されます。

活発な意見交換がなされた展示会場の一コマ


